
滋賀の教育大綱に基づき重点的に取り組むべきテーマについて、目指すべき施策の方向性に向けたスタートを切ることができた。各テーマについて、知事
部局と教育委員会が更に連携を深めながら、引き続き取組を進めていく。

令和元年度滋賀県総合教育会議の総括について

滋賀の教育大綱のサブテーマである「人生100年を見据えた『共に生きる』滋賀の教育」の実現に向けて、昨年度の会議で出た意見や社会的課題、ＳＤＧｓの視点等を
踏まえ、重点的に取り組むべき施策について議論を行うこととした。

１．令和元年度会議の方向性（第１回）

２．各テーマの総括

３．全体総括

○各テーマの主な意見

（１）第１回（５月30日）テーマ： 通学路の安全対策について
・交通事故への対策として道路整備が必要である。
・子どもたちを社会全体で見守る体制づくりを強化するため、各地域において、市
町教育委員会、学校、地域、福祉関係機関としっかり情報共有し、連携した取組
を進めていくべきである。 等

・補助道路整備と道路補修による通学路の安全対策の実施
・警察、教育委員会等の関係機関の更なる連携強化（子どもの安全確保に
関する連絡協議会等）

・「通学路等における児童生徒等の安全の確保に関する指針」の周知
・地域ぐるみの学校安全体制の整備に向けたスクールガード活動の推進

（２）第１回（５月30日）テーマ： 「読み解く力」について
・「読み解く力」をもっと学校現場に分かりやすく伝えていくことが大切である。
・相手の意見を聞き、そこから自分の意見に発展させていくことが大切で、学年や
学校段階ごとに必要な力について、一定の到達度を持てるとよい。 等

（３）第２回（７月12日）テーマ： 日本語指導が必要な外国人の子ども等への
支援について

・教員や母語支援員を確保するとともに、教員の資質・能力の向上や、卒業後の進
路保障など、学校全体での支援体制を強化していく必要がある。

・外国人労働者の増加を見据え、中長期的な見通しを持って、教育だけでなく、福
祉や産業分野と連携した取組を模索していく必要がある。 等

・全ての小中学校への指導主事訪問による周知
・「『読み解く力』育成セミナー」の開催（令和元年8月）
・「『読み解く力』の育成に重点をおいた児童生徒が学びを実感できる授
業づくり」リーフレットの作成（令和2年2月）

・「読み解く力」の育成に向けた授業実践等の取組の更なる推進

・日本語指導対応加配教員と非常勤講師の配置拡充
・母語支援員やICT（自動翻訳機）等を活用した支援の拡充
・指導担当教員の研修および情報交換の充実
・「滋賀県多文化共生推進プラン」の改定（令和2年3月予定）に基づく取
組の推進

（４）第３回（９月13日）テーマ： 滋賀県における文化財の保存活用と継承に
ついて

・文化財を地域と地域以外の人との関わりの中で、好循環を作りながらしっかりと
保存・継承し、地域も元気になるような取組がよい。

・滋賀の文化財の意味や歴史、関わる人の思いを大切にした観光や活用をしていけ
るように文化財保存活用大綱の策定をしていくべきである。 等

・滋賀県文化財保存活用大綱（令和2年3月策定予定）に基づく取組の推進
・滋賀の文化財の魅力発信と、担い手の掘り起こしや裾野の拡大
・滋賀県文化財保存基金の積立
・文化行政の一元化による効果的な施策の推進

（５）第４回（１月16日）テーマ： 学校における働き方改革について
・教職員が主体的に業務改善を図れるような意識改革を継続的に行っていくことが
大切である。

・教員が行うべき業務を精選し、それ以外の業務をお願いする地域ボランティア等
を持続的に確保できるように、施策全体の中で考えていく必要がある。

・教育委員会への報告業務や教育委員会からの調査・資料配布は、学校の負担にな
らないように、より効率的に行うよう改善していく必要がある。 等

・学校における働き方改革取組計画の改定および教育職員の業務量の管理
等に関する方針の策定（令和2年3月予定）による取組の加速化

・スクール・サポート・スタッフの配置拡充
・部活動指導員の配置拡充と部活動のあり方の検討
・ICTの活用による教員の業務負担の軽減
・教育委員会による調査や報告、学校業務等の更なる見直し、外部からの
依頼への働きかけ

○主な関連施策の状況と今後の取組
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